
第
＋
二
巻
　
脇
　
介

紹

介

　
　
劔
轟
雲
國
風
土
記
考
謹
　
　
　
　
後
藤
藏
四
郎
著

　
本
書
は
著
者
が
嘗
て
古
代
の
出
雲
國
の
地
圖
を
作
ら
う
ε
し
て

出
雲
國
風
土
記
の
研
究
中
、
有
名
な
國
畢
者
の
校
正
を
纏
た
出
雲

國
風
土
記
解
や
田
雲
國
風
土
記
考
に
．
も
随
所
一
に
誤
謬
が
あ
る
楠
と
に

氣
附
い
て
出
雲
國
風
土
記
戦
争
を
礎
表
し
た
後
、
島
根
縣
皇
典
攻

究
分
所
が
企
て
た
出
雲
國
風
土
記
本
影
の
校
訂
事
業
に
加
は
り
、

諸
種
の
古
爲
本
を
見
る
機
動
を
得
て
更
に
研
究
を
進
め
る
ミ
共
に

薗
に
登
表
し
た
考
謹
を
も
訂
正
し
て
、
こ
Σ
に
本
書
を
出
版
す
る

に
至
つ
江
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
註
羅
は
大
艦
古
來
の
註
繹
書
に

呪
い
て
あ
る
が
多
少
の
新
見
も
あ
り
、
特
に
地
理
に
就
い
て
は
よ

く
實
地
に
つ
い
て
綿
密
に
考
謹
し
、
從
來
の
諸
説
の
談
謬
を
訂
正

す
る
ミ
こ
ろ
が
多
く
、
古
代
歴
実
地
理
の
研
究
者
に
御
盆
す
る
所

が
鮮
少
で
な
い
。
末
尾
に
附
し
た
索
引
も
便
利
で
あ
る
（
四
六
版
、

三
九
五
頁
、
東
京
大
岡
田
書
店
登
行
、
三
三
・
二
〇
）
〔
松
野
）

　
　
⑳
西
南
文
運
史
論
　
　
　
丈
學
土
　
武
藤
　
長
卒
著

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
謄
W
　
　
”
四
六
　
（
一
四
山
O

　
本
書
は
著
者
が
第
七
高
等
康
校
教
授
ミ
し
て
薩
南
の
地
に
あ
り

し
4
4
有
五
年
間
に
善
家
の
秘
笈
を
探
り
史
蹟
の
三
際
を
踏
査
し
て

九
州
地
方
ミ
琉
球
、
支
邦
、
南
洋
、
西
洋
諸
國
ミ
の
史
的
關
係
を

調
査
し
機
に
濁
れ
て
藝
丈
其
他
の
學
推
量
誌
並
に
新
聞
紙
上
に
嚢

表
せ
ら
れ
た
三
十
七
篇
の
論
文
を
纏
め
あ
れ
た
も
の
で
、
此
種
の

書
籍
の
皆
無
な
る
現
今
の
臼
田
史
墨
黒
東
洋
史
墨
界
の
鋏
賂
を
補

は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
地
方
史
の
研
究
は
そ
の
入
を
得
ざ
れ

ば
概
し
て
叢
誌
類
犬
の
結
果
を
招
き
易
い
。
然
る
に
研
究
者
に
そ

の
人
を
得
、
墨
書
黒
身
値
高
き
結
果
を
得
た
る
西
南
日
本
は
實
に

幸
幅
ミ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
村
博
士
の
序
文
に
「
西
南
地
方
の

分
に
於
て
は
武
藤
君
の
研
究
か
ら
啓
蒙
さ
れ
九
こ
唱
こ
が
多
か
っ

た
」
ミ
あ
り
、
内
藤
博
士
の
序
文
に
「
君
が
一
著
は
各
種
の
問
題

に
回
り
暗
示
に
富
み
、
三
三
の
研
究
者
を
三
盆
す
べ
き
長
所
も
有

す
」
ミ
あ
る
通
り
、
決
し
て
あ
り
ふ
れ
た
地
方
史
書
で
は
な
く
、

著
者
の
學
に
患
な
る
眞
摯
な
る
面
目
が
躍
如
ミ
し
て
巻
中
に
溢
れ

て
居
る
。
四
＋
五
葉
の
三
三
こ
二
葉
の
口
総
も
亦
美
麗
精
巧
で
何

れ
も
三
三
の
も
の
ば
か
り
、
眞
に
錦
上
花
を
添
へ
て
居
み
。
國
史

東
洋
史
支
那
文
學
に
志
す
士
に
は
勿
論
、
好
古
の
清
癖
あ
る
入
に



は
勘
妙
す
や
飽
か
す
鱗
喚
ま
れ
る
「
〕
ぐ
ヒ
、
u
信
ず
る
。
（
菊
胆
旗
五
一
山
ハ
百
ハ
、

償
五
・
五
〇
圓
、
岡
書
院
獲
行
）
〔
那
波
〕

　
　
恩
礪
舞
東
南
印
度
諸
國
の
研
究
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
叢
叢
　
高
桑
　
駒
吉
藩

　
立
葵
の
大
唐
西
域
記
に
掲
げ
ら
れ
た
量
地
の
歴
史
地
理
的
研
究

は
東
西
の
東
洋
墨
者
の
夙
に
浸
噂
す
る
所
の
も
の
で
そ
の
中
に
は

既
に
確
定
的
に
考
襲
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
詞
書
第
十
巻
の

耽
摩
栗
底
國
よ
り
秣
羅
矩
睡
國
に
至
る
東
南
印
度
の
十
個
國
の
該

研
究
は
最
も
至
難
ε
せ
ら
れ
歓
米
諸
畢
一
間
に
も
未
だ
首
肯
す
る

に
足
る
べ
き
該
博
な
る
考
謹
を
試
み
た
も
の
が
な
い
。
薯
者
大
に

之
に
慨
し
多
年
此
の
方
面
の
研
究
に
留
意
す
る
所
あ
り
、
漸
く
自

信
を
得
た
の
で
嚢
表
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
著
者
は
歴
史
事

實
を
基
ε
し
考
古
墨
酌
露
見
の
結
果
を
探
り
比
較
喬
語
學
を
慮
歯

し
之
に
支
那
佛
典
の
記
載
を
参
考
す
る
研
究
方
法
を
以
て
、
確
に

從
來
の
研
究
に
数
歩
を
進
め
九
も
の
で
、
東
洋
史
學
の
進
蓮
に
寄

謝
す
る
所
が
甚
だ
多
い
。
且
つ
此
等
諸
國
に
關
係
あ
る
立
婆
通
過

前
後
時
代
の
請
王
朝
の
金
石
文
、
そ
の
他
の
文
献
に
基
い
て
諸
王

朝
の
系
譜
を
作
成
し
並
に
選
考
地
圏
五
葉
を
附
し
て
あ
る
。
（
菊
刊

　
　
富
士
恣
　
　
紹
　
　
介

立
○
…
四
…
貝
、
槽
軍
帽
・
σ
○
圓
、
東
由
示
森
江
畿
目
店
嚢
行
）

：
h
、
麟
東
洋
文
化
の
研
究
　
丈
學
博
士
’
松
本
丈
三
郎
著

　
本
書
は
最
近
数
年
間
に
博
士
が
藝
文
そ
の
他
の
樫
威
あ
る
學
術

雑
誌
に
寄
稿
護
表
せ
ら
れ
た
小
論
文
十
八
篇
を
探
次
し
た
も
の
で

佛
敏
に
訂
す
る
も
の
十
篇
、
考
古
墨
に
關
す
る
も
の
四
篇
、
藝
術

に
關
す
る
も
の
四
篇
よ
り
成
っ
て
居
る
。
そ
の
取
り
扱
は
れ
た
範

園
は
蕾
に
支
那
印
度
の
み
な
ら
す
遠
く
埃
及
羅
馬
に
も
亙
り
全
巻

を
通
じ
て
墨
者
を
稗
塗
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
遂
ε
鷺
、
琉

璃
考
、
ボ
ム
ペ
イ
の
壁
蓋
、
印
度
の
佛
像
噛
こ
美
の
思
想
の
如
き
餐

篇
は
何
人
に
も
興
味
禁
じ
能
は
ざ
る
内
容
を
有
し
て
青
る
。
（
四
六

版
四
五
四
頁
、
儂
二
・
五
〇
圓
、
東
京
岩
波
書
店
嚢
行
）

　
　
⑳
近
代
支
那
史
　
　
　
丈
學
博
士
　
矢
野
　
仁
｝
著

　
支
那
撒
千
年
の
歴
史
は
近
代
支
那
に
於
て
集
大
成
せ
ら
れ
古
來

の
文
化
も
近
代
支
那
に
て
最
後
の
高
潮
に
難
し
た
。
支
那
の
文
化

は
是
よ
り
將
に
崩
壌
せ
む
噛
こ
し
つ
、
あ
る
。
此
の
秋
に
掌
り
て
史

學
者
を
以
て
自
ち
任
ぜ
ら
る
る
語
長
が
史
徳
…
家
碧
羅
家
纂
輯
家
考

謹
家
支
那
墨
者
特
種
事
實
研
究
家
に
徽
は
ざ
る
一
種
猫
特
の
見
解

を
以
て
執
簗
せ
ら
れ
た
本
書
の
強
奪
を
見
た
の
は
實
に
東
洋
史
學

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
七
　
（
一
四
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
　
空

界
の
一
大
慶
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
著
者
の
本
書
執
筆
の
立
脚

地
ε
見
解
ε
は
第
一
章
の
近
代
支
那
史
の
概
念
の
條
に
て
説
破
せ

ら
れ
て
あ
る
が
支
那
就
會
の
固
定
性
は
よ
く
騒
鳳
の
影
響
を
も
中

性
化
し
得
る
力
を
有
し
就
會
人
民
は
、
政
治
に
興
味
を
有
せ
ざ
る
の

凱
歌
で
あ
る
。
斯
の
如
き
肚
會
が
清
朝
初
期
に
西
洋
諸
國
ミ
の
關

係
を
生
す
る
や
古
の
道
徳
的
政
治
、
親
愛
的
文
化
一
朔
に
し
て
そ

の
迩
を
乾
し
た
の
で
あ
る
。
支
那
祉
會
を
斯
く
解
し
支
那
近
世
の

政
治
を
斯
く
見
る
立
榔
地
か
ら
清
朝
史
を
解
繹
せ
む
S
試
み
た
の

か
本
書
の
特
色
で
全
編
二
十
三
章
共
和
政
治
の
出
現
ま
で
取
の
扱

っ
て
あ
る
。
然
れ
ば
蕾
に
專
門
談
藪
の
参
考
書
ミ
し
て
有
盆
の
も

の
た
る
の
み
な
ら
す
政
治
家
、
一
般
識
者
に
謝
し
て
は
扁
種
の
警

世
的
一
考
書
ε
謂
ふ
べ
き
も
の
で
、
凡
そ
支
那
を
論
ぜ
む
者
は
必

ず
一
宇
を
要
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
五
六
一
頁
、
贋
四
・
五

〇
圓
、
京
都
弘
文
回
護
行
）

　
　
麟
老
子
原
始
　
　
　
丈
學
士
武
内
義
雄
著

　
本
書
は
著
者
が
最
近
数
年
間
に
學
藍
革
誌
に
嚢
表
し
た
る
蕪
子

孜
、
列
子
愛
住
、
子
思
子
に
就
い
て
、
曲
禮
孜
，
曾
子
致
、
等
十

一
篇
の
研
究
論
文
に
併
せ
て
多
年
窪
底
に
藏
し
考
籔
老
加
へ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
八
　
（
一
四
入
）

老
子
原
始
な
る
一
大
長
編
を
加
へ
て
世
に
問
ふ
た
も
の
で
支
那
哲

學
の
立
脚
地
よ
り
論
蓮
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
間
亦
支
那

史
上
有
盆
な
る
考
選
を
な
す
虚
が
多
く
、
東
洋
史
學
者
も
是
非
一

挙
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
好
著
で
あ
る
。
就
中
老
子
傅
の
一
章
は
警

抜
な
る
見
地
よ
り
執
筆
せ
ら
れ
愛
息
老
子
傳
の
大
部
分
を
疑
ふ
べ

き
記
載
ミ
し
老
子
の
年
世
を
周
の
威
烈
王
よ
り
顯
王
の
初
年
に
擬

し
た
る
黙
は
聖
者
の
興
味
を
惹
く
研
究
で
あ
ら
う
。
そ
の
外
に
於

て
も
大
學
篇
成
立
年
代
孜
、
桓
課
新
論
孜
悉
皆
支
那
學
研
究
者
に

ミ
リ
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
好
女
字
で
あ
る
。
（
菊
版
三
五
六
頁
高

優
三
・
O
O
圓
、
京
都
弘
文
堂
嚢
行
）

　
　
一
領
燵
遺
書
箋
集
　
獄
－
眺
ぺ
療
共
編

　
三
三
の
東
洋
仁
者
国
乱
男
象
簿
氏
が
嚢
年
支
那
の
西
睡
鰍
煙

の
莫
三
三
か
ら
脇
多
し
い
支
那
古
文
書
を
獲
見
し
た
こ
ミ
は
世
界

の
學
界
に
一
大
衝
動
を
與
へ
た
。
こ
れ
ε
三
三
に
英
佛
露
諸
國
の

支
那
探
検
除
も
逃
避
の
地
方
に
出
か
け
た
、
我
が
國
に
於
て
も
亦

西
本
願
寺
の
大
谷
伯
爵
が
橘
瑞
超
師
等
を
饗
し
て
此
の
世
界
的
探

書
に
一
指
を
染
め
た
。
か
く
し
て
嚢
見
せ
ら
れ
た
る
多
撒
の
貴
重

な
る
史
料
臓
或
は
佛
國
の
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
、



或
は
大
英
博
物
館
に
、
或
は
露
國
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
第
三
世
博

物
館
に
、
或
は
我
が
二
甘
藷
に
S
世
界
昏
慮
に
保
管
せ
ら
れ
て
、

專
門
學
者
は
そ
の
調
査
に
い
そ
し
み
つ
、
あ
る
。
し
か
し
そ
の
多

く
は
未
整
理
の
ま
Σ
で
あ
っ
て
、
未
だ
一
般
畢
者
の
研
究
に
利
用

せ
ら
れ
る
程
度
に
立
ち
至
っ
て
居
ら
ぬ
。
英
國
の
ω
δ
冨
博
士
叢

掘
の
も
の
が
佛
國
の
故
O
冨
く
碧
9
。
・
博
士
に
よ
り
て
U
o
舞
冨
暴

O
凱
⇔
o
冨
幽
8
0
衰
。
誉
眉
霧
》
戸
戸
吋
9
望
①
汐
ε
題
せ
ら
れ
て
そ
の
一
部

が
公
刊
せ
ら
れ
允
時
、
吾
人
は
如
何
に
そ
の
眼
幅
を
喜
ん
だ
こ
ミ

で
あ
ら
う
。
羅
振
黒
氏
の
流
沙
墜
簡
も
亦
此
書
を
翻
刻
し
た
。
大

谷
伯
爵
の
も
の
は
嚢
に
西
域
考
古
圖
譜
二
巻
ざ
な
っ
て
大
梗
が
要

論
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
の
古
文
書
の
解
讃
設
明
は
實
に
胴
田
博

士
の
苦
心
ミ
努
力
ε
に
よ
り
て
彼
の
二
樂
叢
書
ミ
な
り
既
に
た
し

か
第
五
冊
ま
で
活
字
に
附
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
増
田
博
士
が
親
し

く
巴
里
の
ピ
ブ
リ
才
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
て
鑑
撰
し
ペ
リ

オ
博
士
の
諒
解
を
得
て
爾
博
士
の
共
編
の
下
に
巌
催
遺
書
の
雌
威

せ
ら
る
る
こ
ミ
ミ
な
っ
た
の
は
實
に
世
界
學
界
の
鴫
大
慶
事
で
あ

っ
て
、
ペ
リ
ォ
博
士
の
雅
量
、
ご
好
意
、
こ
羽
田
博
士
の
功
績
ざ
叉
本

書
の
出
版
の
如
き
非
螢
利
的
事
業
に
謝
し
墨
を
愛
す
る
の
志
よ
り

　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
介

上
海
の
財
團
法
人
東
亜
致
究
會
の
爲
し
だ
る
後
援
く
」
は
永
へ
に
記

憶
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
第
一
集
で
あ
っ
て
大
版
影

印
敦
璃
版
本
一
冊
ε
、
玉
津
活
字
本
一
冊
ε
よ
り
成
る
。
壌
璃
版

本
に
認
む
る
所
は
慧
超
往
五
天
選
考
乙
案
巻
、
繹
迦
牟
尼
如
來
像

法
滅
盤
之
記
一
総
、
七
曜
暦
日
｝
巷
、
漢
蕃
顎
音
千
字
文
残
巻
の

四
種
で
各
省
何
れ
も
弱
田
博
士
の
解
説
が
つ
い
て
居
る
。
活
字
本

の
方
は
後
漢
乾
砧
二
年
沙
州
地
志
残
暑
青
身
勲
古
記
残
巻
、
後
唐

長
與
四
年
五
年
蔵
払
金
難
聴
、
晋
三
幅
七
年
曹
元
和
疏
、
陰
善
雄
羅

盈
蓬
閻
海
員
張
儂
馬
繋
讃
、
繋
累
副
史
田
員
宗
啓
、
巌
憧
名
族
志

残
巻
、
小
器
明
妃
傳
残
雪
、
法
成
課
薩
婆
多
二
五
事
論
の
九
種
を

牧
め
、
こ
れ
亦
各
々
畠
田
博
士
の
解
論
が
あ
る
。
破
蛍
窓
は
以
て
原

書
の
面
影
を
偲
ふ
べ
く
活
字
本
は
以
て
解
讃
利
用
の
便
が
多
い
。

二
輪
叢
書
S
謂
ひ
本
書
ぐ
」
謂
ひ
共
に
誉
田
博
士
の
勢
を
感
謝
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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部
大
小
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鞄
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路
東
亜
攻
究
総
勢
行
、
京
都
弘
文
堂
賞
捌
）
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以
上
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波
〕
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